
管理会計 第６回 
 
１．標準原価計算 
 

（１）実際原価と標準原価 
 
 
（２）標準原価計算制度の目的 

 
 

（３） 差異分析 
（以下の算式でマイナスになる差異は不利差異、プラスになる差異は有利差異） 
・材料受入価格差異 ＝（標準受入価格－実際受入価格）× 実際受入数量 
・材料消費価格差異 ＝（標準消費価格－実際消費価格）× 実際消費数量 
・材料数量差異 ＝（標準消費数量－実際消費数量）× 標準消費価格 
・賃率差異 ＝（標準賃率－実際賃率）× 実際作業時間 
・作業時間差異 ＝（標準作業時間－実際作業時間）× 標準賃率 
・予算差異 
・操業度差異 
・能率差異 

 
（４） 差異の処理 

・パーシャル・プランとシングル・プラン 
・インプット法とアウトプット法 


